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平成の終わりとともに、日米のプロ野球で数々の金字塔を打ち立てたイチロー選手がユニフォームを
脱ぎました。イチロー選手のその言動は、私たちはどう生きるべきかという指針を与えてくれました。
例えば、イチロー選手は日米のプロ野球史に残る数々の金字塔を打ち立て、大リーグの伝説の選手の記
録と比較して取り上げられることもしばしばでした。その時、イチロー選手はこうコメントしています。

「比較するのはあくまで自分。他人の記録も尊いが、まずは自分の能力を競わないと」

また、引退会見で「生きざま」を尋ねられた時、こう答えていらっしゃいました。

「人より頑張るなんてできない。自分の中にあるはかりを基準に、自分の限界をちょっと超えることを繰り返す。
その積み重ねでしか自分を超えられない。」

結局、何事においてもライバルは自分自身ということです。過去の自分こそ最大のライバルであると
いうことです。努力とは人に勝つためではなく、自分の能力を伸ばし、磨き上げることにその本質があ
ります。この考え方にこそイチロー選手が２８年間にわたり、厳しいプロ野球の第一線で活躍してきた
原点があるように思います。

最後に、これから自分の進路を決めていくみなさんへ私からのメッセージです。

人の数だけ人生がある みんな違ってみんないい
人と比較して“私”を見失っていませんか 心を疲れさせていませんか
「私はどう生きたいのか」、「私は何をしたいのか」考えてみよう
ライバルは“過去の私” 自分の目指す場所へ・・・今日も一歩
“今”を精一杯生きる “今日”という日を大切に生きる
その積み重ねが“私”の人生 今日も笑顔で、顔晴（がんば）ってください。

（木）

中学３年生の皆さんへのメッセージ

～他人との比較ではなく、過去の自分を越えて行く～
口加高等学校長 狩野 博臣



福祉科第１期生は色々な場面で注目され、高校生としての
自覚が大事だと感じています。不安もありましたが今では新
しい友達もでき、楽しいです！中学生の皆さんも時間を大切
にし、何事もこつこつと頑張って下さい。

私は、口加高校に入学して、最初はとまどいや不安もありま
したが、今は勉強に部活動、一生懸命がんばっています。こ
れからの高校生活も勉強に部活動、文武両道で頑張っていき
たいと思います。

高校に入学して、主体的に積極的に行動する場面が増え、
物事も速く進むので忙しいですが、その分毎日が充実してい
て楽しいです。それぞれ目指すところは違うと思いますが助
け合いながら、頑張って下さい。来年の春、口加高校で会え
るのを楽しみにしています。

入学してから、２ヶ月が経ちました。今は、大変なことが多
くありますが、とても充実した毎日を過ごせています。中学校
で学んできたことを高校では生かせると思うので、その時その
時を大切にしていってください。

高校に入学して部活と勉強との両立が大変ですが、とても
楽しく過ごしています。中学生のみなさんも忙しいとは思い
ますが毎日楽しく過ごし、悔いがないように頑張って下さい。
ぜひ口加高校に入学してきてください！！！

口加高校に入学して毎日楽しく過ごしています。勉強面では
わからないところがあれば先生方が詳しく教えて下さいます。
でも、中学で学習した事が基礎となるので受験まで頑張って下
さい。口加高校で待っています。

高校に入学し、部活動や勉強は少し大変になったけど毎
日が充実していてとても楽しい日々をおくっています。み
なさんも、後悔をしないように１日１日を大切に過ごし、
頑張って下さい。そして、ぜひ口加高校に来て下さい！
待っています！

１年４組 藤下琴音（福祉科・日本文化部）

１年１組 瀬川 葵（普通科・陸上部）

１年３組 水田芽依（普通科グローカルコース）

１年３組 川口凜央（普通科グローカルコース・サッカー部）

１年１組 植木天太（普通科グローカルコース・バスケ部）

１年２組 黒田勇冴（普通科・ソフテニス部）

１年１組 中島利菜（普通科・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部）


